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， -，分かかります.ところが必を見ても分かるようι
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住みよいまちづくDヘ向けて22225の改正
r市町村の鶴市計蘭に闘する纂本的な方針」と「新鯛途地観覧制度」のあらまし

奈良市で肱昭和3毎より"術断面主主の適用を受けて計画鈎 ζまちづ〈りを遮めていま抗都市計萄~'"遍路、公

自直下水道芯どの..般、土地の利用計画を定めることによづて健康で叉化的悲観市筆活側範的，."刊行活.簡を健保

することとはづております。しカし現在扮鶴市計画湖芯昭和43$6月に金重注正されその後一定の男直しはさホ止
ものの、この滋債も全面図正から伺年以上が経過しているととから先の地価ゆ高館や住環焼a酎".ど、私たち
の住まいを取り巻く環境の大き忽変化こ対応した土地相聞を進めるごとがますます必褒となっているとの毘磁のもと

に土地利用計画制度の充実を図るため、平成4年6月こ都閉齢酉迭及び建築蓋当医遠のー賀誠子大きく改草され平成5
~6月こ錨行されました.その内容は、地縁枕金終有の身近t"mffi空間を量捜したまちづくOのビジョン(将来像を定
めることのできる鶴市計画のマスタープラノとして¢戸市町村田鶴市断面巴関する筆窓的広方針』の御陵と周途地盤量

制度を充実じて、よりよい住環境が置保されるまちづくりができるようこ住車部σ凋途地縁m，刑防さねえ之とおとです.
市町村の都ー喧喧璽 亘圃・・-重重量厘玄^タ一フラン)-このマスタフラン隠熔場往金美育の身近，.IJ市空間を重視したまちづくりを憧遣してい〈ために、油属国有の

自然歴史生活文化L産業怠どの地煽稽位を倍まえ佳良である笛憾のご憲"を求め，.がらまぢづくりのため
の将来ピジヨ〆夜明らがごするとともにその実現のための基本的広方向盤備方針fJe.，の考え方を総合的こ定め
た内替のものとして策定じます@

・このマスタ ブラ〉怠本市の定める"市断面を究噂する役割を果たすごとに怒ります.

-都市計画マスヲ一フランの構成

市町村の都市計画に関する塞本的な方針

-それに対応した盤備方針 -土地利用の方針

‘' ‘' 

市が定める都市計画

奈 良 市



固

悶途鎗調医劃.俗 関好以内向衡熔軍演の形緩や..に.げる佳リ暦 薗

実 工家などの適正な配置による・・E的怠a陣内障活歯の櫨健..釣とし
て輔吻の周泡奮積率櫨べL噂 高叫どを嗣 J闘する郷

市計画で定時開献咽であり問日時づくりに問時

耐を果.し.す.

この周途..裏描出産について 写成"李の也市It・滋及び纏簸益事お訟

の政亙 (平成'"'月~8から.行}により 佳週闘爆の俣醸市街惚

問問ヘ側酬を目的として脚同期間 闘 から

"聞に切札た. 耽酬に 開醐島民にあいて酬T~=と

問日朝嗣悶遣についでも男直し断われまレた.

こ明酬明咽互に俸C>.現在 蜘ている周回開醐

勉蝿，1;:緬2・えするa風情齢置の妻更は .威，.，月2当日までに行う
ことに怒りま曹、

-新用途地域への移行の考え方
開耽おいて隆平成4聞配用途叫明M~.v輔えて

から輔があまり闘して崎町四四酬叫移行

口明暗開逮捕の齢化に胡をあき安易欄醐和

<!:;~&IJ;いよう唱し下町、問で示した同制へ哩

更を基本とします.

oぉ 悶途糊超低比対的まとまりのある地.乙おヲる土勉刻例を湾施
OJ開するた肱決時間で 回配制咽刊二国柵によっ

て決めるもので惨ありま.ん.

現行用達地峰 新用途地暗

r-
第一種低層住居曹岡地壇

第一種住居時用地鼠

住 軍二種低調住居専用地域

車種中高圃住居専用地曙

第三種住居専用地場

居 第一種中高居住居専用地壇

第橿住居地増

系 住居地域 第三橿住居地域

準住居地堤

商 近隣商事地埠 近隣商難地塙

業

" 
商誕地層 商事陣地場

工
事工費地壇 準工難地埠

業 工業地域 工業地場

系
工業専用地場 工業専用地増

...術"の朗遣の観隈

金蝿演の保護や商.'I.~どの観有.艇
の.絡調.過を図るため巴 彊纂することがで

時胴閉闘が輔のとおり問され志

す.

..嗣組べ岬の閉

貫録忽刊防衛制限環境の保全 形成などを図るた

航酬の符酬に応じて酬率{建酬

の延べ薗績の殿..槍に対する割含)及び櫨

一一棚田に対する

割合}の・高隈贋を定め倉す.

・直立の陶.

市街地の環境や各彊薄物の篠弘 週凪開絞

憧努を穆保するため巴用途旭噂こ~Cで壇

賞物"の轟さにτ，いての制限 (遺蹟斜制限 北側餌
組努}が彊..護送によって建まります. ，第

一極!I!=II四時朝四問調院の・

高崎慶色定めま'・)

.外盤のS優遇霊胞の隈. 彊買物の般鎗E慣の

・'"照度
JI~lIttllt芝居・周地盤農と'ニ置低鴫笠麿有
向憎媛にa乱、てほ低 E住宅二係る良貨忽住麿
の費礎研慢するため必"IJ;W8， r外向

通.討躍の顕庫Aや F建策"の.泡直穫の・"隈

.，を定めます.

汁 現行切闘用達制町陣要|一

..一個笹島専用地調臨

億居住宅熔としての良好悩居住環境を僚醸す

るbめの泡袋です固健居住宅や庖舗併用佳宅与

との日町一聞以外げてι
とができ0'溜個展甘.

闘 =1I!11l・M
。高層佳宅"'としての珊演を保複するための

町 一…一
一物のほか厄ベ明1酬 以下

院旧臨て以下明日開沼地て

られ象ず.

.住居地泊康

三主として住環測を保慶するための地媛でず.

往還塊老事じさ包るおそれのあるI"た肱窟
・aを2む..t..ど.橿てられま.ん卸小規
領ほ{床面積関"'"下}エ・ 自箇.車庫忽ど

俗建てられ.す.



12種類の新用途地繊のイメージ図

間住宅の酬明境問た制地 主に即問問問るため

織でれ小規制措輔閑仰 の酬で私小判帥どの帥 l句

fヒ聞や仲間どが配bれます. '"以下吋のお帥どが凶てられ俵

帥いI.O)!I!問問る酬で
T. 61・後珊甥率化が大きい工・の
防庁O."とんど彊て.れます.

す.

帥Jl-C，~出叫珂でも値目叫

健司Eゃ^庖偲瞳てられま"虫写綬術

院肝同四配!:，tl.IU払 .

中間四臨調町祉のの

叫です.鴨神田併以下の一

定の8庖匂ど"建てられ絞れ

圏
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別表新用途地爆による建築物の用途制限の棟要
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